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熊本県天草家畜保健衛生所 

毎月20日は「くまもと家畜防疫の日」 

年末年始の動物検疫業務の強化について 

鹿児島県でのイバラキ病の発生について 

 年末年始及び旧正月を迎え、中国や東南ア
ジアなど近隣諸国では人や物の動きが一層激
しくなります。諸外国では現在も家畜の伝染
病の発生が相次いでいます。 
 疾病の国内への侵入を防ぐため、口蹄疫等
発生国からの畜産物輸入(持込含む)が禁止さ
れているほか、動物検疫所においては、空海
港での入国者の靴底消毒や車両消毒、口蹄疫
等発生国からの直行便を対象に海外での家畜
との接触歴等に関する質問を実施するなど、
水際検疫を徹底していますのでご協力をお願
いします。 
 畜産関係者におかれましては、過去１週間
以内に海外渡航歴のある者を衛生管理区域へ
入れないなどの対策を併せてお願いします。 

 鹿児島県でイバラキ病の発生報告がありました。
我が国では平成１２年以来の発生であり、高熱、食
欲不振、泡沫性流涎、嚥下障害などを主徴とします。
また平成９年の流行では死流産も確認されています。 

 イバラキ病は吸血昆虫(主にヌカカ)によって媒介
される疾病であるため流行には季節性(夏～秋)があ
ります。治療法は特に無く対症療法が基本ですが、
夏までのワクチンの接種により予防が可能ですので
適切な接種をお願いします。 

泡沫性流涎を呈す子牛 



韓国での豚コレラ発生、国内でのTGE、PED発生 

①豚コレラ 
 11月28日付けで韓国から豚コレラの発生報告がありました。 
同国での発生は2009年の2件以来の発生となります。 
韓国は済州島を除く全域でワクチンを使用していますが、 
その中での発生ということで他の地域へもウイルスが 
拡散することが懸念されます。 

 これから年末年始及び旧正月を迎え、海外との人や物の動きが
一層激しくなることが予想され、それに伴い我が国へのウイルス
の侵入リスクが高まることが危惧されます。養豚農家をはじめ、
関係者の方は、衛生管理区域内へ持込む物品の消毒徹底や過去一
週間以内に海外渡航歴のある者を立入らせない等、防疫対策の徹
底を再度お願いします。  

豚コレラ（家畜伝染病） 
・原因 フラビウイルス科ペスチウイルス属の豚コレラウイルス 
・宿主 豚及びイノシシ 
・感染経路 ウイルスは唾液、涙、鼻汁、糞便中等に排出され、感染豚との直接接触や 
    汚染精液、汚染豚肉の非加熱給餌等によって伝播します。 
・症状 特徴的な症状は無いが、急性型は強い伝染力と高い致死率が特徴です。 
    急性型では２日～６日の潜伏期の後に元気消失、食欲不振、高熱、結膜炎、紫斑、 
    便秘後の下痢、後躯麻痺等を呈し、ほぼ100%が８～１０日で死亡します。 
・治療と予防 治療法は無い。発生国では予防ワクチンが使用されているが、 
    日本は2007年にワクチン非接種清浄国に。 
    発生があった際には摘発・淘汰を基本とする防疫措置を実施します。 

発生
農場 

②TGE(伝染性胃腸炎)、PED(流行性下痢) 

発生時期 発生地 発生戸数 

 
Ｔ 
Ｇ 
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平成２５年 ３月 鹿児島 １戸３頭 

      ５月 長崎 １戸６頭 

     １１月 福岡 １戸５０頭 

     １２月 熊本 １戸１頭 
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平成２５年１０月 沖縄 １戸１５５頭 

     １１月 茨城 ２戸 

     １２月 宮崎 １戸(偽症) 

     １２月 鹿児島 ７戸(偽症) 

     家畜の異常を発見された場合はご連絡ください。 
     天草家畜保健衛生所 電話番号０９６９－２２－３６６８ 通報 

国内での発生状況 

 人吉市の一養豚場において、伝染性胃
腸炎(TGE)の発生がありました。本県で
は平成１２年６月以来の発生です。本病
は哺乳豚の死廃事故増加等を招き、養豚
経営に大きな影響を及ぼすことから、発
生及びまん延防止には十分な注意が必要
です。ＴＧＥはワクチンで予防可能です。 
なお、流行性下痢(PED)につきましても、
今年度は各地で発生が見られております。 
養豚関係者各位におかれましては、TGE
及びPEDの今後の発生状況に注視してい
ただくとともに、家畜の飼養衛生管理基
準の遵守により、発生防止に努めていた
だきますようお願いします。 



年末年始の死亡牛受入業務日程について 

近隣諸国における悪性伝染病発生情報 

病名 発生地 発生月日 畜種 型

10月2日 牛・豚・羊・山羊 A

11月27日 牛 A

アフリカ豚コレラ ロシア
6月30日

～10月9日

豚、

野生イノシシ

豚コレラ 韓国 11月27日 豚

高病原性

鳥インフルエンザ
ベトナム 10月7日 家きん H5N1亜型

低病原性

鳥インフルエンザ
台湾 10月18日 家きん H5N2

口蹄疫 ロシア

１２月３日現在 

月日 業務内容 受付時間 

１２月２８日（土） 特別業務 
午前・午後 

 ８：３０～１１：３０ 
１３：００～１５：００ 

１２月２９日（日） 休業 

１２月３０日（月） 特別業務 
午前のみ 

 

 ８：３０～１１：３０ 

１２月３１日（火）～ 
 １月 ３日（金） 

 

休業 

 １月 ４日（土） 特別業務 
午前・午後 

 ８：３０～１１：３０ 
１３：００～１５：００ 

 １月 ５日（日） 休業 

 ＢＳＥ検査所では上記のとおり、年末年始の
12月28日(土)、30日(月)及び1月4日(土)は

死亡牛受入の特別業務を実施します。死亡牛が

発生した場合は、迅速な搬入をされますようご
協力をお願いします。なお死亡牛を搬入されま
す際には、株式会社熊本蛋白ミール公社までご
連絡をお願いします。 

へい死畜の受付連絡先 
TEL 0968-26-3766 
株式会社 熊本蛋白ミール公社 
熊本県中央家畜保健衛生所 
公益社団法人 熊本県畜産協会 


